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1988年東北海区におけるサンマの豊漁について
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漁船の操業状況についての情報は，銚子・千倉漁業

無線局管内の大型船(59-149トン型24隻)による毎日

の漁場位置と漁獲量で，それを旬別に集計した。また

銚子i巷における小型船(おもに茨城県・千葉県の20ト

ン未満船)の水揚情報を句別に集計した。一方県内主

要水揚港や当場漁業指導船第二ちば丸千葉丸ふさ

み丸で収集した4，700個体について，体長・体重・生

殖腺重量性別を計測し，旬別に体長組成図を作成す

るとともに，標本群ごとに肥満度 (103X体重/体長3)

生殖腺指数 (104X生殖腺重量/体長3) の平均値を計

算した。過去の資料は潟、海況速ず県下漁業無線局情

報・さんま棒受網漁業関係資料aサンマ研究討論会議

事録).moカイリ水域内漁業資源調査樹立集計出力量三

漁海況速報みらよりだした。

資料と方法はじめに

最近9年間の東北海区におけるサンマ漁獲量は20-

25万トンの中漁規模で安定的に経過してきた(図1)。

ところが1988年漁期には，魚価安定のため，大型船の

操業は11月上旬で打ち切られたにもかかわらず， 28.8 

万トンの豊漁となった。さらに 1夜 l隻平均漁獲量は

18，5トンで，過去最高の漁獲 (57.5万トン)があった

1958年当時に匹敵する状況であった。この豊漁はきわ

めて特異な現象と思われ，漁況の経過と魚、体について

の情報は貴重な記録となるものと考えたのでここに速

報する。
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図21こ千葉県船による漁場分布を示した。 8月に中南

部千島列島沿いに漁場形成があった。 9月中旬には漁

場が南西方向に長く延びて，先端が三陸北部沿岸に達

した。 10月中旬には沖合の親潮第2分校沿いに形成さ

れ，とりわけ金華山沖暖水塊に接する先端が好漁場と

ぜなった。 11月には銚子近海(他県船による漁場は三陸
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サンマ年間漁獲量の累年変動

(全国および千葉県)
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(l夜 1隻当り漁獲量)(1988年)サンマ漁場図2
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1988年東北海区におけるサンマの豊漁について
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サンマ I夜 1隻当り漁獲量(トン)の旬変化

(大型船および小型船)

図3

沿岸一犬吠埼沖)に漁場形成がみられた。その後小型

船のみの出治、となったが，終漁の12月まで銚子近海に

好i<<(場が形成された。

図3に漁況の匂変化を示した。大型船による l夜1隻

当り漁獲量はおおむね句を追って増大し，操業が打ち

切られた11月上旬には34.6トンに達した。漁期をとお

した平均漁獲量は18.5トンであった。 11月"i"旬以降は

小型船による操業で平均7トンの漁獲があった。

漁獲サンマの体長組成(図4) は時期による違いが

ほとんどみられず，漁期間をつうじて29. 30cmモード

の単峰型を示した。

表1に標本群ごとの肥満度と生殖腺指数の平均値を

示した。 8-12月の間，肥満度の範聞は4.2-5.4で生

殖線指数は0.1-0.6で，例年並であった。
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図51こ1夜1隻平均漁獲量の累年変動を示した。 1988

年の18.5トンは最高値である。 11月中旬以後の小型船

の漁況からすると，上旬並の好況はその後も持続した

であろうと推定され，例年並の漁期間があれば18.5ト

ンをかなり上回ったであろうと考えられる。過去最高

の水揚があった1958年は11.2トンであり，当時の漁船
本

の操業能力が現在の1/2とすると， 22.4トンとなる。

したがって1988年漁期の来遊資源量水準は1950年代後

半の豊漁期並の高水準であったと考えられる。

図~Iこ千葉県船による 1夜1隻当り漁獲量の旬変化を
示した。変化のパターンは，漁期前半が高くて後に低

下する型，潟、期中聞が高い型，前半・後半の2度高い

型の3型がある。 1988年は11月上旬が最も高く，漁期

後半にピークがあると推定され，これまでの類型に当

てはまらない。

図7に東北海区における漁獲サンマの体長組成と年

漁獲量を示したi大型魚(体長29cm以上)主体の年は

1960・1962・1964・1966・1973・1975・1983・1984年

にみられる。しかしいずれも漁期後半には小型化し，
3) A} ，5)，6) 

26・27cmにモードが移った。 サンマの年齢と成

長については耳石の透明帯・不透明帝と鱗相および脊
fl ~， OO 

椎骨数による解析と耳石日輪による解析 が最近行わ

れているが，多少の違いがみられている。しかし，漁

期中の体長が24-29cmの中型魚、は，おもに1-3月に黒

潮域で発生したものであると両者の見解がほぼ一致L

考
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漁獲サンマの体長組成 (1989年l月外房~熊野灘)
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8 

2' 

4旬

" 
2' 

1日

関 B

熊野灘の組成はより分けた小型銘柄を多く含んでいるので偏
りがある。実際は30cmモードである。
(和歌山県水産試験場坂本俊雄氏)

* JII上正治・ 1E戸忠夫両氏の教示による。

東北海区における漁獲サンマの体長組成と

漁獲量(福島、 1979に加筆)

図7
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サンマ初期漁場と親潮主勢力

(福島， 1979に加筆)

四角主漁場 1 黒丸親潮主勢力

図10

ている。 1988年2~3月の東海沖における仔稚魚、の分布

は，例ギL5耳なり黒潮内側域に集"1"してい出内側域

の餌科環境は外側域にくらべて良いと考えられるので，

成長良好となり，例年中型魚、として出現する発生群が

大型魚、として漁期後半に来遊したとも考えられる。一

方内側域は捕食生物が多く，被食i成耗が大きかったた

めに中型魚の出現がわずかであったとも考えられる。

中型魚の出現がみられなかったことは今後の研究課題

である。

1989年1月には房総半島南部沿岸や伊豆半島沿岸，

伊豆諸島周辺海域*および熊野灘)にサンマ魚群が来

遊したが，これらの体長組成も 29. 30cmモ←ド(図8)

であった。この時期に伊豆諸島周辺海域にサンマ魚群

が来遊することは稀なことではないが， 1夜1隻30トン

程度の漁獲が期待される ほどの濃群(図9)が発見さ

れている。

このように1988年漁期のサンマ漁況の特異な点は，

I夜I隻平均漁獲量が著しく高かったことと，魚、体が大

型で単峰型を示し，漁期後半でも小型化しなかったこ

とである。

東北海区の水塊配置の類型と初期主漁場位霞，体長

組成およびi問要水準は，相互によく関連して年代的に

変遷している。すなわち親潮系水が接岸した年代には

主漁場が沿岸に形成され，魚体も中型魚、または大 中

型魚、主体で好漁であるが，離岸した年代には主漁場は

沖合へ移り，魚、体組成 漁獲量とも変動が大きくなり，

更に離岸すると沖合・遠洋に分散s，小 中型魚、主体

で不漁となる?H) 19お年についていえば，海況条砕

は親潮第1・第2分校発達墨~あり，漁況は沿岸に主漁

場の形成があり，大型魚主体の好漁であった。

資源水準の変動は主漁場位置の離接岸および資i原構

造の変化と対応しておよそ18ないし36年の周期がある

とされている?m 図10に初期漁場の中心経馬と親潮

主勢力の累年変動を示した。親i朝主勢力と初期漁場は

おおむね一致している。 1950年代は沿岸漁場主体で，

年代後半はとりわけ資源水準が高かった。 1980年前後

は沖合漁場中心で，資源水準はさほどではなかった。

最近は親潮主勢力が沿岸寄りに移ってきている。 1988

年が近年の沖合漁場主体から沿岸漁場主体への変化の

年であれば， 1950年代後半にみられた高い資源水準の

時代のように今後変遷していく可能性があるρ

魚探記録にみるサンマ魚群反応

1989年 1月14トl、34020.2'N，139'02.9'E(瓢箪瀬)， 

表面水温20.I'C、第二ちば丸
表面から水深30m付近まで濃符な反応がある。

経東

図 9

静岡県水産試験場 川合範明氏の教示による。

叫静岡県水産試験場・亀井正法氏の教示による。

***第二ちば丸・久米俊和船長による。
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要 約

1988年の東北海区におけるサンマ棒受網漁は28.8万

トンの豊漁となった。漁況の特異な点は， 1夜1隻平均

漁獲量が著しく高かったこと(図1)と，魚、体が漁期聞

を通して大型魚、中心の単峰型を示し，漁期後半でも中

小型魚、が少なかった(図2)ことである。初期漁場と海

況(図10)から資源水準の長期変動を考察した。
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